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（博士論文要約） 
第 1章   複合辞について 
1 本研究の目的と分析方法 
本論文は複合助詞と複合助動詞について、近代から現代にかけての変遷を辿りつつ、
様々な資料における用例を分析し、明治期～大正期ではどのように用いられたのかを明
確にしたい。なお、研究目的としては以下の通りである。 
（ア）近代語における複合辞が現代語の複合辞の形式と同じなのか違うのか。 
（イ）近代語における複合辞は現代語ではどのように変遷しているのかを分析したい。 
（ウ）近代語における複合辞の連体修飾は、どのように用いられているのかを分析し
たい。 
本研究を行うにあたって、検討課題における言葉について、様々な辞典で意味用法を
調べて、新聞、ＣＤ－ＲＯＭ、オンラインデータベースも利用し、近代語と現代語の用
例を検索した。 
2 複合辞に関する先行研究 
 複合辞に関する研究は永野賢（1953）「表現文法の問題－複合辞の認定について－」、 
佐伯哲夫（1966）「複合格助詞について」､田中章夫(2001)『近代日本語の文法と表現』､ 
山田敏弘（2002）「格助詞および複合格助詞の連体用法について」､森田良行（1989）で
ある。 
3 近代語と複合辞 
杉本つとむ(1961)は近代日本語の成立過程を単に、江戸語から東京語へ、というよう
なとらえ方だけでなく、まさに縦文化（東洋）から横文化（西洋）という態度と方法で
考究せねばならないことを述べている。田中章夫は『近代日本語の文法と表現』におい
て、複合辞の発達を詳細に述べている。  
 
第２章 複合助詞「において」 
1 はじめに 
 本章では「において」をめぐる「においての」「における」などがどのような変遷を
たどっているのかを調査することによって、この形式が認められるかどうかを明らかに
したい。 
2 近代語における「において」 
「において」に関する研究は森田（1989）『日本語表現文型』、野村剛史（1984）『日
本語学』である。『日本古典文学大系』に収録された江戸語資料（洒落本・滑稽本・人
情本など）では、複合助詞「において」の例はきわめて数が少なかった。近代の英和―
和英辞書では、「において」の意味は①at(prep) ②in(prep) ③by ④on condition
に記述されている。  
3 おわりに 
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以上の調査した結果、「において」の意味用法は、次のようにまとめられる。 
（１）野村剛史（1984）は「において」は小説の類にはほとんど登場しないと指摘した
が、実際はそうでもない。近代の文学作品では非常に多く使われていた。 
（２）ほとんどにおいて「複合格助詞＋の」の形が可能である一方、「複合格助詞＋の」
は、その「辞書形」と必ずしも同義では用いられないことが多い。 
（３）明治期では、現代語における「において」の 5つの意味記述以外、英語の影響を
受けて（英語の byの用法で）「目的・理由・手段」を表す意味も用いられる。 
 
第３章 複合助詞「について」「に関して」 
1 はじめに 
「について」は、動詞「就く」の連用形に接続助詞「て」が付いたもの、「関して」
は動詞「関する」の連用形に接続助詞「て」が付いたものである。これらの語について、
その歴史的に研究されたことはないことから、本章では「について」「に関して」の意
味用法の変遷について考察したいと思う。 
2 近代語における「について」「に関して」 
「について」「に関して」に関する研究は、佐藤尚子（1989）と金仙姫（1990）であ
る。また、蔦原伊都子（1984）では、多くの用例を取り上げ、その意味用法についてま
とめている。 
 江戸語における複合辞「について」は次のような用例が見られる（括弧内は日本古典
文学大系本のページ数・行数である）。一方、複合辞「に関して」はもちろん見あたら
なかった。近代語英和・和英辞書における解釈を見てみると、「について」は、of, on
のほか、話題の対象の意味では、次のような単語の訳語で用いられている。「に関して」
は、幕末明治初年ごろから外国語からの影響を受けて、知識人が用いるようになった新
しい言い方であると考えられる。 
 3 おわりに 
意味用法と用例を調査および分析した結果、以下のことがまとめられる。 
（１）意味記述からみると、「について」が非音便形「につきて」の形で平安時代から
用いられているのに対して、「にかんする」より古く用いられることがわかる。「に
関して」は明治以降に用いられているようである。 
（２）近代語における連体修飾の「についての」「に関しての」「に関する」の語法の面
からみると、連体修飾では「に関する」が多用されているが、格助詞付加形では「に
ついての」の方が「に関しての」よりも使用の多いことがわかる。 
 
第４章 複合助詞「を通して」「を通じて」 
1 はじめに 
 「を通して」「を通じて」は、日本語の学習者にとっては、どちらも同じなのか、ど
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のように使い分けをするのかといったことの判断が難しい。 
本章では、「を通して」「を通じて」を複合助詞として扱い、様々な用例を収集し、調
査分析してそれぞれの用法を明確にしていく。 
 2 近代語における「を通して」「を通じて」 
 「を通して」「を通じて」に関する研究は、森田良行・松木正恵(1989)『日本語表現
文型』、花薗 悟(2004)「「Ｎを通して」「Ｎを通じて」」がある。 
 雑誌『太陽』の用例数から、明治期後半から大正期にかけては、「を通じて」が「を
通して」よりもかなり多く用いられていることがわかる。 
3 おわり 
 以上の分析結果から、近代語における複合助詞「を通して」「を通じて」の意味用法
をまとめると、次のようになる。 
（１）近代語では、現代語の意味記述がほぼ同じだが、「すべてにわたる」という意味
は現代語ではあまり見られない。 
（２）近代の和英辞典を調べると、「を通して」「を通じて」のニュアンスの違いとして、
「通す/を通して」には因果の意味があるが、「通じる」の場合は、「知らせる」と
いう意味が強く感じられる。「を通じて」は情報が伝わることに関する場合に使わ
れることが多く、「を通して」はあるものが通過する過程に重点があるように思わ
れる。 
 
第５章 複合助動詞「つもりだ」 
1 はじめに 
複合辞には助詞相当のものもあるが、助動詞相当のものもある。「つもりだ」はその
一つで、この類を複合助動詞とよぶ。本章では、「つもりだ」の複合辞としての成立、
ならびに用法の変遷について、考察したいと思うが、その前に「つもりだ」についての
先行研究を次にまとめておくことにする。 
2 複合助動詞の「つもりだ」 
現代語「つもりだ」の意味用法についての研究はかなりに見られる。例えば、益岡隆
志・田窪行則(1989)『基礎日本語文法』糸川優(1990)「『つもり』を含む文の陳述性―日
本語教科書の例文」山田あき子(1993)「日本語教師養成課程の現場から自然な言語運用
（～つもりですか）を巡って」、佐藤尚子(1993)「（～する）＋（つもり）＋（だ）の用
法と日本語教育での扱い」、中道知子(1993)「『つもり』の意義素」、原田登美・小谷博
泰(1996)「言い訳と失意の表現構造―～つもりだった、～はずだった、～べきだったの
場合」八田ゆかり(2001)「ダブルテンスの述語形式「～するつもりだ」の意味」である。 
「～つもり」について、『日本国語大辞典』を参照しつつ、古代から近代における用
法について見てみることにする。中世には「見積もり」の意で、あらかじめ見はからっ
て計算することという意に転じた。近代の英和・和英辞書を見ると、「つもり」は英語
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に訳すと、「meaning,n , intention,n , intend,i.v,」という意味となる。 
なお、問題点は、『日本語誤用辞典』で説明されている次の指導ポイントである。 
① 「～つもりだ」の前にくる動詞の形を正しく作らせる。意志・意向を表す場合は、
辞書形＋ナイ形が来ることが徹底させる。例：帰る／帰らないつもりだ。 
② 第三者の意志を表す場合には、「ようだ」「らしい」などの語が必要なことを指導す
る。 
3 おわりに 
複合助動詞の「～つもりだ」の用例を調査した結果をまとめると、次のとおりである。 
（１）『日本語誤用辞典』では、第三者の意志を表す場合には、「ようだ」「らしい」な
どの語が必要だと記されているが、主格が三人称の場合、その事柄が三人称の判断
であれば、「ようだ／らしい」を使わなくても表現できる。 
（２）「つもりですか」という疑問は失礼な表現になるのではなく、単に相手に尋ねる
言い方であって、文脈によって詰問するようなニュアンスを伴うだけである。 
 
第６章   複合助動詞「はずだ」 
1 はじめに 
「はずだ」は、名詞「はず」に断定の助動詞「だ」が付いて、一まとまりになった複
合助動詞である。その現代語における意味用法については既に検討がなされてきている
が、近代語に関しては十分に研究が進められてきたとは言いがたい。そこで、本章では、
「はずだ」について、江戸期から現代までの用例を収集し、その用法の変遷を明確にし
たいと思う。 
 2 近代語における「はずだ」 
 「はずだ」に関する研究は 松木正恵(1994)「『～はずだった』と『～はずがない』―
過去形・否定形と話者の視点」及び、原田登美・小谷博泰(1996)「言い訳と失意の表現
構造―～つもりだった、～はずだった、～べきだったの場合」である。 
『日本国語大辞典』の「はず」の項目では、最初に、原義である「①弓の両端。弓の
弦を受けるところ。」「②弓の上端で、弓の弦をかける部分。」という意味記述がある。 
江戸時代に入って、「はずなり」「はずがない」というような複合辞の用法へと発展して
いったことが推測される。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                          
   複合辞「はずだ」が連体修飾する場合には、連体助詞「の」を介して「はずの」とい
う形で連体修飾する用法も明治期から見えている。 
3 おわりに 
以上の用例を検索し、分析した結果、次のようにまとめられる。 
（１）江戸語において、「はずだ」の基本的な意味用法はほぼ成立している。 
（２）「～はずだのに」という逆説的な言い方は、現代語では「～はずなのに」に変化
している。 
